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▲群馬教区宗務所で行われた
研修会講師の山形宗湛師

▲慈覚大師御真影に
茶菓を献ずる様子

会　報　　　群　青

第　6　号

会
　 
報

群
　青

『慈覚大師1150年御幾縁』を縁として

群馬、栃木、茨城三県仏青で合同企画を実施

　
祖
師
先
徳
鑽
仰
大
法
会
の
第
一
期
と
し
て
、
平
成
二
十

六
年
度
ま
で
慈
覚
大
師
一
一
五
十
年
御
遠
忌
法
要
が
全
国

で
厳
粛
か
つ
盛
大
に
営
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
大
法
会
を
契
機
に
、
慈
覚
大
師
の
東
国
巡
錫
に
縁

の
深
い
群
馬
、
栃
木
、
茨
城
の
北
関
東
三
県
仏
青
で
は
大
師

に
関
す
る
企
画
と
し
て
、
法
要
や
研
修
な
ど
を
合
同
で
執

り
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
慈
覚
大
師
が
生
誕
し
、
修
行
な
さ
れ
た
栃
木
県
で
は
、
平

成
二
十
六
年
十
月
二
十
三
日
に
栃
木
県
天
台
仏
教
青
年
会

（
源
田
清
弘
会
長
）を
中
心
に
、茨
城
・
群
馬
の
三
県
の
青

年
僧
も
出
仕
し
、
大
師
ご
修
行
の
古
刹
で
あ
る
栃
木
教
区

大
慈
寺
さ
ま
を
会
場
に
「
慈
覚
大
師
御
影
供
」
が
奉
修
さ
れ

ま
し
た
。

　
御
影
供
と
は
高
僧
の
御
影
（
像
）
へ
礼
拝
供
養
す
る
作
法

で
あ
り
、
そ
の
次
第
・
所
作
・
音
用
と
も
に
習
熟
を
要
す

る
た
め
、
法
要
に
先
立
ち
五
月
二
十
三
日
に
は
栃
木
教
区

定
願
寺
さ
ま
、
八
月
二
十
九
日
に
は
群
馬
教
区
宗
務
所
に

於
い
て
、
叡
山
学
院
で
声
明
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
延

暦
寺
一
山
理
性
院
御
住
職
山
形
宗
湛
師
を
そ
れ
ぞ
れ
講
師

に
お
招
き
し
、研
修
会
並
び
に
習
礼
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
群
馬
仏
青
主
催
の
研
修
会
で
は
、
御
影
供
の
成
り
立
ち
、

法
要
の
内
容
や
所
作
の
意
義
、
実
修
す
る
う
え
で
の
注
意

点
な
ど
を
丁
寧
に
解
説
い
た
だ
き
、
法
要
を
行
う
に
あ
た

り
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ま
た
、
音
用
の
習

礼
も
同
時
に
行
い
、
法
要
に
参
加
で
き
な
い
会
員
に
も
研

鑽
の
場
の
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
三
県
合
同
企

画
の
締
め
と
し

て
、
茨
城
天
台
仏

教
青
年
会
（
榎
戸

俊
道
会
長
）
主
催

で
平
成
二
十
七

年
二
月
五
日
に

茨
城
教
区
宗
務

所
に
て
、
叡
山
学

院
学
監
桑
谷
祐

顕
師
を
講
師
に
、

「『
和
讃
』か
ら
見

た
慈
覚
大
師

の
生
涯
」
の
テ

ー
マ
で
研
修

会
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

大
師
の
伝
記

や
生
涯
は
『
日

本
三
大
実
録
』

や
『
日
本
往
生

極
楽
記
』
な
ど

数
多
く
の
資

料
か
ら
う
か

が
い
知
れ
、
丁
寧
に
一
つ
一
つ
の
文
献
を
紹
介
さ
れ
、
こ
の

一
一
五
十
年
の
御
遠
忌
に
復
刊
さ
れ
た
『
慈
覚
大
師
和
讃
』

に
余
す
こ
と
な
く
大
師
の
生
涯
や
奇
瑞
が
記
載
さ
れ
て
い

る
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。講
義
の
後
は
参
加
者
全
員
で
『
慈

覚
大
師
和
讃
』を
お
唱
え
し
、ご
遺
徳
を
偲
び
ま
し
た
。

　
今
回
、
三
県
に
ま
た
が
る
青
年
僧
が
一
堂
に
会
し
た
こ

と
は
お
そ
ら
く
大
師
の
お
導
き
、
有
難
き
仏
縁
で
し
た
。今

後
も
教
区
の
垣
根
を
越
え
て
交
流
と
研
鑽
を
積
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲茨城教区宗務所で行われた
研修会講師の桑谷祐顕師

▲栃木教区大慈寺での
慈覚大師御影供

▲ワカメの収穫をお手伝い

▲石浜祭りにて地域の人 と々▲南三陸町の方へ100万円寄付

　
埼
玉
仏
青（
土
屋
直
樹
会
長
）が
東
日
本
大
震
災
被
災
地

で
あ
る
南
三
陸
町
石
浜
地
区
に
て
行
っ
て
い
る
復
興
支

援
活
動
に
当
会
か
ら
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
四
月
の
ワ
カ
メ
漁
で
は
七
名
、
七
月
の
埼
玉
仏
青
主
催

石
浜
祭
の
お
手
伝
い
に
は
四
名
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

南
三
陸
町
で
は
春
先
か
ら
ワ
カ
メ
漁
が
最
盛
期
を
迎
え

ま
す
が
、四
年
前
の
大
津
波
に
よ
り
道
具
や
施
設
、漁
場
が

壊
滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。埼
玉
仏
青
は
震
災
時
か
ら
現

地
で
支
援
活
動
を
行
い
、以
来
ワ
カ
メ
の
種
付
け
、収
穫
に

参
加
し
、復
興
支
援
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。こ
の
度
ご

縁
を
頂
戴
し
、
そ
の
漁
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
早
朝

よ
り
漁
師
の

方
々
の
ご
指
導

の
も
と
、
荷
積

み
や
メ
カ
ブ
の

切
り
離
し
、
ワ

カ
メ
の
選
別
作

業
な
ど
を
い
た

し
ま
し
た
。

　
復
興
に
向
け

て
汗
を
流
す
南

三
陸
町
の
人
々

を
労
っ
て
の
石

浜
祭
で
は
、
地
区
の
方
々
の
笑
顔
が
見

ら
れ
ま
し
た
。今
後
も
当
会
は
埼
玉
仏

青
復
興
支
援
活
動
を
支
援
協
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
四
月
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
際

に
、
南
三
陸
町
の
方
に
百
万
円
を
寄
付

し
ま
し
た
。南
三
陸
町
の
方
に
は
腕
輪

数
珠
や
法
具
の
材
料
と
な
っ
た
床
柱

を
頂
戴
し
て
お
り
、
今
年
に
な
り
や
っ

と
直
接
お
渡
し
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　毎年行っているにもかかわらず、
たくさんの慰問品のご提供ありがと
うございます。来年度もかわらない
ご支援をよろしくお願いいたします。
◎収集方法:11月頃慰問品提供の
お願いをご案内いたします。部内仏
青幹事または宗務所までお持ち下
さい。
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震
災
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

HPのお知らせHPのお知らせ

編
集
後
記

群馬天台青年会HP
http://gunjou.jimdo.com/

天台仏教青年連盟HP
http://www.t-y-b-a.com/

検索『群馬天台青年会』
QRコードからホームページにアクセス!

天台宗群馬教区宗務所HP
http://gunmatendai.jp

▶▶ ▶

写
真
撮
影
や
文
章
を
考

え
た
り
、パ
ソ
コ
ン
を
い

じ
っ
た
り
い
ろ
ん
な
人
た

ち
と
付
き
合
い
が
好
き

な
そ
ん
な
君
!
広
報
部
へ

お
い
で
よ
!
　   

　
　
T

新
聞
作
り
等
に
携
わ
ら

せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、記

事
を
作
成
編
集
す
る
難

し
さ
、文
字
だ
け
で
伝
え

る
大
変
さ
を
痛
感
し
た

二
年
間
で
し
た
。 

　
　
H

当会製作散華の頒布(ご案内)

表　面 1 表　面 2

↑デザインは如意輪観音
　オリジナル散華が制作できます

↑5色でワンセットとなります
　　型番で梵字や仏画など印刷可能

◆申し込みについて
原則として春彼岸・秋彼岸の前（年２回）に印刷し納品いた
しますが、随時ご相談に応じます。
お申し込みは、当会ホームページに散華の紹介ページがあ
ります。サンプル、連絡先も記載しておりますのでそちらを
御覧下さい。
※急な御入り用の場合はお問い合わせ下さい
◆問い合わせ先：西前橋部　長松寺内　長靖順

◆散華の特色について
1.各寺院だけのオリジナル散華です。
　　（寺名、山号等、また手書きそのものが印刷可能です）
2.法要儀式には勿論、記念品としても使用できます。
　　（晋山、落慶、参拝等の記念として)
3.収益金を寄付…災害義援金・ボランティアの資金となります。

【群馬県仏教保護会慰問】

平
成
二
十
六
年
度
　
活
動
報
告

行　事　内　容

群
馬
天
台
青
年
会
主
催
行
事

そ
の
他

連
盟･

他
仏
青

教
区
・
本
山

期　日 会　場
定期総会
エクセル研修会
夏期臨時総会
群馬教区青少年研修会
宗祖大師報恩法要
三県合同企画群馬仏青『慈覚大師御影供』研修会
御巣鷹山慰霊登山
宗務所清掃
仏教保護会慰問
冬期臨時総会
法華経読誦会①
法華経読誦会②
事務局会
神職青年会合同研修会 反省会
群馬県神職青年会創立20周年記念大会　参加
埼玉仏青主催南三陸町ボランティア
第1回天台仏教青年連盟常任委員会・定例代議員会
仏法興隆花まつり千僧法要
第13回沖縄戦争殉難者慰霊行脚
三県合同大法会　慈覚大師御影供習礼
東日本親睦野球信越大会
天台宗防災士協議会設立準備全体会議
親睦フットサル大会in埼玉
連盟　情報通信委員会　結集研修委員会
埼玉仏青主催南三陸町ボランティア　石浜祭り
第４９回天台青少年比叡山の集い
関東信越地区会長会議　群馬開催
天台仏教青年連盟埼玉結集
茨城仏青創立５０周年記念法要並びに祝賀会
三県合同企画栃木仏青『慈覚大師御影供』法要
天台仏教青年連盟常任委員会
第２回天台仏教青年連盟定例代議員会
天台仏教青年連盟中央研修会
三県合同企画茨城仏青『慈覚大師和讃』研修会
天台宗・天台仏教青年連盟合同防災士育成研修会　
叡山講福聚教会群馬本部発表会　協力
教区檀信徒・伝道師合同総会　協力
教学布教法儀研修所　夏期特別研修会　手伝い
群馬県宗教団体連合会50周年　受付手伝い
教学布教法儀研修所　秋期特別研修会　手伝い
一隅群馬大会
叡山講福聚教会65周年平和祈念沖縄大会 手伝い
叡山講福聚教会群馬本部下期検定会　協力
群馬教区人権啓発研修会　参加
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宗務所
東漸寺
宗務所
水澤寺
浄法寺
宗務所
御巣鷹山
宗務所
仏教保護会
伊香保天坊
昌樂寺
昌樂寺
各所
伊勢崎
高崎
南三陸町
天台宗務庁
東大寺
沖縄

栃木定願寺
長野松本市
宗務庁
戸田市
埼玉
南三陸町
延暦寺
前橋

ラフレさいたま
水戸
栃木

京都東山閣
宗務庁
延暦寺会館
茨城
宗務庁

吉岡町文化センター
JAビル
宗務所
前橋
宗務所
富岡
沖縄

みなかみ町辰巳館
宗務所

御
巣
鷹
山
慰
霊
登
山

　
五
二
十
名
の
犠
牲
者
を
生
ん
だ
日
航

機
墜
落
事
故
が
本
年
で
三
十
年
目
を
迎

え
ま
す
。
現
在
の
仏
青
会
員
の
中
に
は

そ
の
事
故
の
後
に
生
ま
れ
、
ど
ん
な
事

故
か
、
も
し
く
は
そ
れ
自
体
を
知
ら
な

い
会
員
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
群
馬
仏
青
の
慰
霊
登
山
は
、
事
故
か

ら
二
十
五
年
経
っ
た
平
成
二
十
二
年
の

青
柳
会
長
代
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

の
時
は
他
宗
の
方
々
に
も
協
力
を
仰

ぎ
、
様
々
な
行
事
を
行
い
ま
し
た
。
事

故
の
現
場
と
な
る
「
昇
魂
之
碑
」
で
の

法
要
、
慰
霊
塔
・
納
骨
堂
の
あ
る
「
慰

霊
の
園
」
で
の
式
典
、
上
野
村
に
あ
る

天
台
宗
の
中
正
寺
で
の
慰
霊
礼
拝
行
な

ど
で
す
。
こ
の
時
よ
り
毎
年
慰
霊
登
山

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
平
成
二
十
六
年
十
月
八
日

に
慰
霊
登
山
を
行
い
、
当
会
会
員
に
加

え
、
井
藤
圭
順
連
盟
代
表
、
土
屋
直
樹

埼
玉
仏
青
会
長
に
も
賛
同
し
同
行
し
て

い
た
だ
き
、
総
勢
三
十
二
名
と
い
う
非

常
に
多
く
の
方
々
に
参
加
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
登
山
口
か
ら
「
昇
魂
之

碑
」
ま
で
急
な
山
道
を
約
三
十
分
登

り
、
碑
の
前
で
回
向
法
要
を
行
い
、
卒

塔
婆
・
花
・
線
香
を
お
供
え
し
ま
し

た
。
そ
の
後
「
慰
霊
の
園
」
で
も
鎮
魂

を
願
い
、
般
若
心
経
を
お
唱
え
し
ま
し

た
。

　
冒
頭
に
も
触
れ
ま
し
た
が
、
年
が
経

つ
に
つ
れ
、
徐
々
に
日
航
機
墜
落
事
故

の
記
憶
が
薄
れ
、
風
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
群
馬
仏
青
の
慰
霊
登
山
は
、
こ
の

群
馬
と
い
う
地
で
起
こ
っ
た
大
惨
事
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
教
訓
と
し
て
生
か
す

こ
と
、
そ
し
て
そ
の
事
故
で
亡
く
な
っ

た
多
く
の
魂
を
回
向
す
る
こ
と
を
当
初

か
ら
の
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
で

第
五
回
の
登
山
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

と
も
、
こ
の
重
要
な
目
的
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
後
世
に
伝
え
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

会　報　　　群　青

　御巣鷹山に日航機が墜落して

平成27年で早30年を迎えます。

この節目にあたり犠牲者の慰霊

のため、遺族の心の安穏のため

に何か出来ることはないか検討

しております。その際はご協力を

よろしくお願いします。

日航機墜落事故
から30年

会　報　　　群　青

◆詳細・案内は6月に各寺院へご連絡いたします。
◆一緒にスタッフも募集します！！
　 男性女性ともに研修生の面倒見てくれる方ご協力下さい。

　平成30年に全国結集を群馬で開催

するべく現在連盟に交渉しております。

　当会は平成31年に創立50周年を迎

えることになり、結集を開催することで

当会会員の活動意欲の向上や、50年

の歴史を積み上げてきた諸先輩への

感謝の機会にしたく考えております。秋

頃には決定されると思いますので、決

まりましたらご報告いたします。

古来より仏教儀式に取り入れられてきた
『雅楽』を一緒にやってみませんか？

寺院法要での演奏を中心に小学校雅楽教室等の
社会支援活動も行っております。

日付：８月6日～7日(木・金)
会場：珊瑚寺(前橋市)

群馬雅楽会会員募集

募集対象：小学生3～6年生または、仏青会員で
　　　　　　　　　当日参加される方のご子息（１～2年生）

http://gunmatendaigagakukai.jimdo.com/
《お問い合わせ先》仏青事務局まで。

群馬教区青少年研修会
研修生募集！！

東前橋部　東壽寺

青柳興雅
南前橋部　光琳寺

林祐基
南前橋部　圓満寺

野平修眞

第
四
十
九
回

天
台
青
少
年
比
叡
山
の
集
い

　
詠
讃
道
を
通
じ
て
天
台
宗
の
み
教
え
を
宣
布
す
る

叡
山
講
福
聚
教
会
の
創
立
六
十
五
周
年
を
記
念
す
る

大
会
が
十
月
三
十
日
に
沖
縄
で
開
催
さ
れ
、
群
馬
仏

青
も
こ
の
大
会
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
会
員
十
四
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
の
会
場
と
な
っ
た
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
の
会
場
準
備
、
会
場
で
の
案
内
、
詠
唱
舞
踊

の
発
表
者
入
退
場
の
誘
導
な
ど
を
神
奈
川
仏
青
と
と

も
に
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
当

会
会
員
が
数
多
く
所
属
す
る
群
馬
天
台
雅
楽
会
に
よ

り
雅
楽
披
露
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
会
員
か
ら
の
希
望
も
あ
り
、
当
会
で
は
七
十
年
前

の
沖
縄
戦
の
本
県
出
身
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
摩
文
仁

の
丘
「
群
馬
の
塔
」
の
前
で
追
悼
回
向
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
数
多
く
の
犠
牲
の
上
で
築
い
て
き
た

こ
の
平
和
を
今
後
も
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　天
台
宗
主
催
の「
天
台
青
少

年
比
叡
山
の
集
い
」が
平
成
二

十
六
年
八
月
三
日
か
ら
五
日

ま
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。群

馬
か
ら
は
研
修
生
十
二
名
が

参
加
し
、
当
会
か
ら
三
名
が

リ
ー
ダ
ー
で
子
供
た
ち
の
指

導
に
当
た
り
ま
し
た
。

　周
り
に
い
る
の
は
会
っ
た
ば
か

り
の
新
し
い
友
達
、お
堂
の
入

り
方
や
食
事
の
仕
方
な
ど
、普

段
と
違
う
生
活
に
戸
惑
い
つ
つ

も
、お
山
の
生
活
に
ち
ょ
っ
と
ず

つ
馴
れ
よ
う
と
、が
ん
ば
る
研

修
生
達
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　悪
天
の
下
、諸
堂
巡
拝
で
は

雨
に
負
け
な
い
よ
う
に
研
修

生
達
は
大
き
な
声
で
励
ま
し

平成26年度 新規会員のご紹介 結集を群馬で!!

叡山講福聚教会65周年
平和祈念沖縄奉詠舞大会

▶
演
奏
す
る
雅
楽
会
メ
ン
バ
ー

合
い
、馴
れ
な
い
山
道
を
一
生

懸
命
歩
き
、続
い
て
の
世
界
平

和
の
集
い
で
は
研
修
生
達
も
そ

れ
ぞ
れ「
平
和
」に
つ
い
て
思
い

を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。
夜
の
営

火
（
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
）で

は
懇
親
を
深
め
、終
わ
る
頃
に

は
研
修
生
同
士
で
仲
良
く
な

り
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
修
了
式
で
は
、思
わ
ず
涙
を

流
す
研
修
生
も
・・・
。最
初
は

不
安
そ
う
だ
っ
た
研
修
生
も
、

最
後
に
は「
本
当
に
楽
し
か
っ

た
」と
笑
顔
で
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　研
修
を
通
し
て
子
ど
も
達
の

成
長
を
見
る
こ
と
が
で
き
、と
て

も
充
実
し
た
三
日
間
で
し
た
。


